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2020 年度(令和 2 年)業績 
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communications 19:100595, 2020. 
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Takahashi H, Takahashi K, Shiko Y, Kawasaki Y, Ohtori S. Pilot study of oblique 
lumbar interbody fusion using mobile percutaneous pedicle screw and validation by 
a three-dimensional finite element assessment. J Clin Neurosci 76:74-80, 2020. 
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【総説】 
1. 花岡英紀. 解説「リウマチ分野における倫理と法的規制、特定臨床研究について」       

リウマチ科 64（3）:380-386, 2020. 
 

【学会発表（口述）】 

1. 花岡英紀. 第 41 回日本臨床薬理学会学術総会（2020年 12月 3 日～12月 5 日、福岡）

EL-2「臨床試験と臨床薬理学」座長 

2. 花岡英紀. 第 41 回日本臨床薬理学会学術総会（2020年 12月 3 日～12月 5 日、福岡） 
EL-4「がんゲノム医療の現状と課題」座長 
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3. 花岡英紀.第 41 回日本臨床薬理学会学術総会（2020 年 12 月 3 日～12 月 5 日、福岡） 
AS-9 学術委員会企画シンポジウム ARO を具体的事例により考える：科学的なエビデ

ンスの確立と ARO の多様性 座長・演者「医師主導治験において ARO をどのように活

用するか-千葉大学の事例より-」 
 

【学会発表（ポスター）】 

1. 藤居靖久、今西絵梨、樋掛民樹、日高裕人、宋雪慧、柳平朋葉、神啓介、寶彩香、松浦 

衣里、花岡英紀、宮崎泰可、細萱直希. 第 41回日本臨床薬理学会学術総会（2020 年 12 

月 3 日～12月 5 日、福岡）「COVID-19 医師主導治験で実施したモニタリング手法」 

2. 山口眞美、恵比須春菜、大久保真春、花岡英紀. 第 41 回日本臨床薬理学会学術総会（2020 

年 12 月 3 日～12月 5 日、福岡）「再生医療等製品を用いた FIH 医師主導治験における 

risk-based approach」 

 

【講演】 

1. 花岡英紀. 医学薬学研究序説・生命倫理学特論講義（2020 年 5 月 20日、オンライン）

「薬剤の臨床試験」 

2. 花岡英紀. イノベイティブ先端治療学講義（2020 年 5 月 22 日、オンライン）「総論」 

3. 花岡英紀. 薬理学講義（2020年 6月 23 日、オンライン）「臨床試験」 

4. 島津実伸. 倫理に関する講習会（2020 年 7 月 31 日、千葉）「倫理審査のポイント、審

査のポイント」 

5. 花岡英紀. 東京理科大学講義 医薬審査・業務行政論（2020年 11 月 3 日、オンライン） 

"ARO ACTIVITIES AND DRUG DEVELOPMENT IN JAPAN” 

6. 花岡英紀. 東京大学大学院薬学系研究科 医薬品評価科学 第 15 回 RC講義（2020年 11

月 30 日、オンライン）「治験・臨床試験の現場と製薬企業の関係：現場と課題」 

7. 花岡英紀. 臨床研究展開講義（2020 年 12月 16日、亥鼻キャンパス）「計画の立て方と

仮説の考え方」 

8. 花岡英紀. 琉球大学大学院講義 臨床研究教育管理学概論(2021年 1月 6 日、オンライ

ン)「研究品質管理」 

9. 花岡英紀. 第 1 回ここから始める！臨床試験！（2021年 2 月 19 日、亥鼻キャンパス）

「第 3 回臨床試験のタネを咲かせる人海戦術！」 

10. 島津実伸. 東都大学コンプライアンス講習会（研究者対象）（2021年 3 月 8 日～3 月 19

日、オンライン） 

11. 島津実伸. 東都大学コンプライアンス研修会（倫理審査委員会委員対象）（2021年 3 月

26 日、埼玉） 

 


